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研究要旨 
2014 年度は以下の 4 点を明らかにした．(1) 長野県内におけるヒトスジシマカの発生動態

を把握するために，定点（上田市）において，6 月～10 月にかけて原則毎日，ネット法で

吸血飛来する成虫を捕獲し，カウントした．その結果，成虫の発生動態は，ここ数年とあ

まり大きな変化は無く，6 月中旬から捕獲されはじめ，8 月中旬から 9 月上旬にかけて飛来

個体数のピークがあり，10 月初旬には終了した．(2) ヒトスジシマカの 1 日の吸血飛来時間

帯を明らかにするために 9 月中旬に 3 時間おきに 48 時間の日周調査を行った．その結果，

どの時間帯でも吸血飛来にくる個体が確認されたが，1 日目は午前中，2 日目は日の入りの

時期にピークがあるように見え，はっきりとした吸血飛来時間があるとは認められなかっ

た．(3) 長野県内におけるヒトスジシマカの生息分布を明らかにするために，長野県中・北

部地域（大町，白馬地域，飯山市を中心とした４市町村（飯山市，信濃町，木島平村，野

沢温泉村））の調査を行った．その結果，冬期積雪の多い長野県北部地域においてもヒトス

ジシマカの定着が確認された．しかし，白馬，大町地域においては，幼虫が捕獲されなか

ったことから，定着しているかどうかについては不明である．(4) これまでの 2 年間の分布

補足調査として，標高の高い地域（上高地，菅平高原）や，CDC トラップ未調査地域(長野

市，東御市，真田地区など)で調査を行った．標高の高い 1000 m 以上の地域においては，生

息が認められず，長野県内では，標高 750 m 付近が分布の限界高度である可能性が示唆さ

れた．本報告では，上記項目(3)と(4)について詳しく報告する．(1)については，武藤らの報

告を参照されたい．また，(2)については，本報告最期の補足説明に概要を記載した． 

 
A. 研究目的 
長野県内における蚊科についての調査報

告は，これまでに町田・古越（1951），上村

（1968），Oguma and Kanda（1977），内川

（1977），Kurihara et al.（2000），白井ら

（2002），平林（2012），平林ら（2013），武

田ら（2012，2013）によるものがある．町

田・古越（1951）は長野市において，Oguma 
and Kanda（1977），武田ら（2012）は軽井

沢町において調査を行った結果の報告であ

る．いずれの報告でも，ヒトスジシマカの

捕獲報告は無い．上村（1968）は，県内の

詳しい地域は記載していないが，長野県内

において，ヒトスジシマカ Aedes albopictus
の捕獲を報告している．また，Kurihara et al.
（2000）は，長野市，松本市，上田市にお

いて，ヒトスジシマカの大量捕獲を報告し

ている．近年，平林（2012）によって上田

市，平林ら（2013）によって長野市，武田

ら（2013）によって南箕輪村，伊那市，宮
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田村，駒ヶ根市，飯田市において，永井ら

(2013)によって諏訪市，岡谷市，松本市にお

いて，ヒトスジシマカの捕獲を報告してい

る． 
長野県北部地域の最新の調査報告は，内

川（1977）の報告であるが，35 年以上も前

で，白馬村ではヒトスジシマカの捕獲が確

認されていない．図 1 に長野県内のヒトス

ジシマカのこれまでの調査地点と本年度の

調査地点を示した．そこで，本研究では，

長野県中・北部地域（大町，白馬地域，飯

山を中心とした 4 市町村）を対象として，

蚊科の最新の分布状況を知ることを目的と

し，特にヒトスジシマカの生息の有無を調

査した．また，これまでの補足調査として，

1,000 m 以上の高標高地域（上高地，菅平高

原），中標高の未調査地域（東御市，上田市

真田地区）の調査も行った． 
 
B. 研究方法 
1. 調査地点と調査期間 
調査は長野県中・北部地域の大町，白馬

地区，飯山市を中心とした４市町村（飯山

市，信濃町，木島平村，野沢温泉村）にお

いて行った．表１に各調査地点の状況を示

した． 
1) 大町・白馬地区（図 2）：成虫調査は，

2014 年 8 月 4~5 日に行い，白馬村 4 地点，

大町市 8 地点の合計 12 地点の神社・寺院で

行った．幼虫調査は白馬村，大町市の神社・

寺院（同一の神社・寺院でも複数箇所調査）

の墓石の花立てなど 11 箇所から試料を得

た．また，必要に応じて，捕虫網を用いて，

成虫の捕獲も行った． 
 
2) 飯山市を中心とした 4 市町村（図 3）：
調査は 2014 年 9 月 2 日～3 日にかけて行っ

た．成虫調査は飯山市４地点，信濃町 3 地

点，木島平村 2 地点，野沢温泉村 3 地点の

計 12 地点の神社・寺院にて行った．幼虫調

査は前述 12 地点の神社，寺院(同一神社，

寺院内でも複数箇所調査) の墓石花立てや

石蹲い，線香立てなどに溜まった小水域を

合計 30 地点選択し，採集を行った．また，

必要に応じて，捕虫網を用いて，成虫の捕

獲も行った． 
 
3) 補足調査（図 4）：1,000 m 以上の高標高

地域(上高地 1534 m，菅平高原 1,280 m)の調

査を行った．前者は 8 月 4～5 日，後者は 9
月 4～5 日に実施した．また，未調査地区と

して東御市（標高 958 m），真田町 750 m（9
月 4～5 日），幼虫調査で生息は確認されて

いたものの CDC トラップによる定量調査

が未実施であった長野市 418 m についても

9 月 3～4 日に実施した． 
  

2. 採集方法 
1) 成虫調査：成虫調査は寺院や神社内にお

いて CDC トラップを設置して行った．CDC
トラップは，地上約 1.5 m の場所に設置し，

ドライアイス（1 kg）を誘引源として用い

た．多くの蚊類の飛翔時間である薄暮れ時

（津田，2007）に間に合うように設置し，

翌日，サンプルを回収して実験室に持ち帰

り，冷凍殺虫した．その後，実体顕微鏡下

で種類を分類し，種類毎にスクリュー管に

入れて 70%アルコールで固定し保存した． 
 
2) 幼虫調査：幼虫調査は，寺院においては，

花立てや線香立て，石の蹲といった小水域，

古タイヤに溜まった水などで行った．10 mL
駒込ピペットの先端の直径が 7～8 ミリに

なるように削って加工したものを用いて，

幼虫ごと小水域の水を吸い上げ，一定時間

（約 5 分）内に採集したものを 50 mL ポリ

ビンに入れて実験室に持ち帰った．サンプ

ルは恒温室（23℃，12 時間点灯 12 時間消

灯）にて飼育し，羽化させてから吸虫管で

成虫を回収した．吸虫管に入った個体をク

ロロホルム（CHCl3）で処理した後，マイク

ロチューブに入れ，速やかに冷凍殺虫した．

その後，冷凍殺虫した成虫を実態顕微鏡下

で分類し，70%エタノールで固定した．成
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虫，ならびに幼虫の分類には，Tanaka et al. 
（1979）の検索表を用いた．本研究におい

ては，アカイエカ  Culex (Culex) pipiens 
pallens とチカイエカ  Culex pipiens form 
molestus を区別はせずに，アカイエカ群

Culex pipiens Complex として扱った．  
 
C. 研究結果 
1. 大町・白馬地区 
成虫の調査では12地点のうち10地点で25

個体の蚊が捕獲された．そのうちヒトスジシ

マカは2地点で各々1個体と2個体の合計3個
体であった．その他の蚊ではカラツイエカ

Culex bitaeniorhynchusが13個体，アカイエカ

群が3個体，ハマダライエカCulex orientalis，
コガタクロウスカCulex hayashii hayashiiが
各々2個体ずつ捕獲された．3属8種の成虫が

捕獲できた．幼虫調査では11地点から約一ヶ

月間に31個体が羽化し，キンイロヤブカ

Aedes vexans nipponiiが14個体，ヤマトヤブカ

Aedes japonicusが5個体で数が多かった．3属7
種の幼虫が捕獲できた．今回の成虫・幼虫調

査で4 属13種の蚊類が記載できた（表2）．  
 
2. 飯山市を中心とした 4 市町村 
成虫調査の結果，信濃町の１地点を除く

11 地点から 71 個体の蚊が捕獲された．その

うちヒトスジシマカは 30 個体，ヤマダシマ

カ Aedes flavopictus が 15 個体，アカイエカ

群が 11 個体，コガタアカイエカ Culex 
tritaeniorhyn- chus が 4 個体，オオクロヤブ

カ Armigeres subalbatus が 10 個体，その他

の蚊が 1 個体捕獲され，3 属 8 種が確認さ

れた．また捕虫網で 5 地点から 18 個体捕獲

できた．幼虫調査の結果，30 地点のうち飯

山市，信濃町，木島平村，野沢温泉村の 26
地点から 121 個体の羽化成虫が得られ，ヒ

トスジシマカ 19 個体，ヤマダシマカ 35 個

体，ヤマトヤブカ 58 個体，キンパラナガハ

シカ Tripteroides bambusa 2 個体，その他の

蚊 7 個体で合計 3 属 6 種が確認された．今

回の成虫・幼虫調査で 4 属 8 種の蚊が確認

された．  
 
3. 補足調査 
標高 1,000 m 以上の上高地，菅平高原で

は，ヒトスジシマカは捕獲されなかった 
（表 4－1）．また，未調査地域の上田市真

田地区（750 m）でも捕獲されなかった（表

4－2）．東御市ではヒトスジシマカが 7 個体

捕獲され，標高 727 m 地点から 1 個体（幼

虫で捕獲）が捕獲された．一方，743 m 地

点からは 2 個体捕獲され，1 個体は CDC ト

ラップで，もう 1 個体は捕虫網で捕獲され

た．しかし 773 m 地点では 1 個体も捕獲さ

れなかった（表 4－3）． 
 
D. 考察 
大町・白馬地域においては，ヒトスジシ

マカ成虫が CDC トラップにより白馬村で 1
個体，大町市で 2 個体捕獲されたのみであ

り，幼虫は確認されていない．したがって，

生息はしているが，定着しているかどうか

については不明である．白馬気象観測地点

における 2004～2013 年の 10 年間の年平均

気温は，9.6±9.5℃，大町市では，9.8±9.4℃
であった．ヒトスジシマカの分布が可能で

あるとされる年平均気温 11℃以上の地域

（Konayashi et al., 2002）には該当しないが，

今回の調査ではわずかであるが成虫が確認

できた．今後，幼虫の捕獲を精力的に試み

る必要がある．  
飯山・木島平地区，信濃町，野沢温泉村

では，いずれの地域でも幼虫が数多く捕獲

されているため，ヒトスジシマカは生息・

定着していると推測される． 
地理的に近い白馬，大町地区の調査では

カラツイエカ， コガタクロウスカ，ミツホ

シイエカ Culex sitiens，キンイロヤブカ，ヤ

マトハマダラカ Anopheles lindesayi japoni- 
cus が確認されたが，飯山地方では確認され

なかった．この理由として，特にコガタク

ロウスカなどは水温の低い小川や渓流の水

溜まりなどから発生する種とされており，
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高標高に位置する白馬，大町で数多く捕獲

されたものと考えられた（川合ら, 2005）． 
標高の高い上高地，菅平高原では，ヒト

スジシマカは捕獲されなかった．上高地の

年年平均気温は 5.5±9.4℃，菅平高原は

6.7±9.7℃であった．中標高の上田市真田地

区 3 調査地点（標高が 750，782，866 m）

でも，ヒトスジシマカは 1 個体も捕獲でき

なかった（図 5）． 
同様に中標高の東御市が場所により捕獲

される地点と捕獲されない地点があった．

東御市の気象観測所は標高 958 m にあり，

年平均気温は 9.5±9.2℃である．標高 540 m，

727 m の両地点では，ヒトスジシマカ幼虫

も成虫も捕獲されており，生息・定着が確

認できたが，743 m では，成虫のみ捕獲さ

れ，幼虫は捕獲されなかった．さらに 773 m
地点では成虫も幼虫も捕獲されなかった．

以上のことから，750 m 付近がヒトスジシ

マカの分布標高（定着）の限界値であると

推測できる（図 6）． 
大町・白馬地域では，カラツイエカの占

める割合が 52%と高く，ヒトスジシマカや

アカイエカ群の占める割合は低かった．一

方，飯山を中心とする 4 市町村ではヒトス

ジシマカの占める割合が54.5%と最も高く，

次いでヤマダシマカ（17.0%），アカイエカ

群（12.5%）と続いた．近接した地域である

が，蚊相に大きな違いが認められた． 
今回の調査は各調査地域での頻度が少な

く，地域も大町・白馬，飯山市を中心とし

た 4 市町村に限られたものであった．さら

に調査回数を重ねて，より確実な分布情報

を得ること，調査地域を拡大して広範囲の

分布状況を調べることが今後の課題である． 
 
●補足説明：ヒトスジシマカの吸血飛来時

間帯について，以下にその概要を記載する． 
蚊類の吸血飛来時間は，種によって異な

っており，一般的に日周性を示すことが知

られている．昼間に吸血飛来のピークを示

すネッタイシマカなどは昼行性であり，夜

間に吸血に来るコガタアカイエカ，ネッタ

イイエカは夜行性である（津田, 2013）． 
ここ数年，海外渡航によるデング熱など

の輸入感染症患者が数多く報告され，2014
年 8 月には，国内でデング熱の感染者がは

じめて確認され，160 名を超える患者が報

告された．また，今後，ウエストナイル熱，

チクングニア熱などの感染症ウィルスの国

内持ち込みも懸念され，本年と同様な状況

が起きる可能性も示唆されている．これら

感染症が発生した場合には，ウィルスを媒

介するヒトスジシマカ Aedes albopictus 
(Skuse)などの蚊類の発生源対策や，成虫の

生態情報（飛翔距離や吸血時間帯など）の

蓄積が重要となってくる． 
調査は長野県上田市において行った．ヒ

トスジシマカの吸血飛来時間を調査するた

めに，2014 年 9 月 14 日午前 7:00 から 9 月

15 日午前 7:00 までの 48 時間，3 時間おき

に吸血飛来に来る成虫を捕獲し，個体数を

カウントした．同一採集者が 6 分間捕虫網

で吸血に来た蚊成虫を捕獲した．その時の

気温も毎回記録した．その結果，104 個体

の成虫が捕獲され，メスが 78 個体で全体の

75%を占めた．16:00 頃にいずれの日もピー

クがあり，真夜中の 1:00, 4:00 に最小となる

傾向が認められたが，いずれの時間帯も吸

血に来る個体が必ずいたことが特記すべき

点である．津田（2013）は，「ヒトスジシマ

カはどの時間でも少数個体が刺しに来たが，

早朝（6:00 頃）と夕方（16:00～20:00）に飛

来個体が多い傾向が認められた」と報告し

ており，本研究の結果と早朝のピークにつ

いては異なる傾向を示した． 
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E. 結論 
1) 調査定点（上田市）における，ヒトスジ

シマカ成虫の発生動態は，ここ数年とあまり

大きな変化は無く，6 月中旬から発生しはじ

め，8 月中旬から 9 月上旬にかけて吸血飛来

個体数のピークがあり，10 月初旬には終了

した． 
 
2) ヒトスジシマカ成虫の 1日の吸血飛来は，

どの時間帯でも観測されることが確認され

たが，1 日目は午前中，2 日目は日の入りの

時期にピークがあるように見え，はっきりし

た傾向は認められなかった． 
  
3) 長野県北部地域においてもヒトスジシマ

カの生息・定着が確認され，冬期積雪の多い

場所でも分布することが明らかとなった．し

かし，白馬，大町地域においては，幼虫が捕

獲されなかったことから，定着しているかど

うかについては不明である． 
 
4) 標高の高い地域においては，生息が認め

られず，長野県内では，標高 750 m 付近が分

布の限界高度(定着)である可能性が示唆され

た． 
 
F. 健康危険管理情報 

なし 
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